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2007 年度学会賞等の 選考お よび授賞につ いて

白鳥　 令 （表彰 委員 会 委 員長 ・国際教養大学）

　JASAG 表彰委員会 が 日 時 ： 2008 年 4 月 19 日 （土）10

時か ら東京田町 の 東京工 業大学 キ ャ ン パ ス イ ノ ベ ーシ ョ ン

セ ン タ
ー7 階 708 号室 で 開催 さ れ，JASAG 会員 お よ び表

彰委 員会委員か らの 推薦 に 基 づ き，2007 年度 の JASAG
学 会 賞等 の 授賞候補者を以 下 の とお り決定 し，同 日午後 に

開 催 され た理 事会 も表彰委員会 の 選考結果を承認 した．

　前年 2006 年度 は 論文賞 お よ び 優秀賞 に 授賞対象者 が 存

在 しな か っ た が，2007 年度 はす べ て の 賞 に 受 賞 者 が 決 定

された．JASAG 各賞の 受賞者 は，以 下の とお りで あ る．

・学会賞

横浜国立大学経営学部 （YBG グル
ープ ）

・論文賞

北 海 道 大 学 文学研 究科 ・准教授　大沼　進 氏

・優 秀 賞

名古屋 工 業大学大学院工 学研究科 ・教授　兼 田敏 之 氏

・奨励賞

東京工 業大学総合理工 学研究科 ・大学院生　市川　学 氏

　 こ の理 事会 の 決定 に基 づ き，恒例 ど お りJASAG2008

年 度春季大 会 の 第 2 日 目 2008 年 6 月 1 日 に 都 市 セ ン

ターホ テ ル で 「第 13回 （2008 年）JASAG 学会賞等表彰

式 」が 開催 さ れ，各賞 の 賞状 が 土谷茂久 JASAG 会長か ら，

副 賞 の 賞金 が科学技術融合振興財団 （FOST ）襟！rl陽
一

理 事

長 の 代理 と して 白鳥令 JASAG 表彰委員会委員長か ら各 受

賞者に手渡 され た，

　各賞受賞者 の 表彰理 由，審査対象論文，略歴 ， 主 要業績

等 は，以 下の とお りで あ る．

■ 学会賞

　横浜国立大学経営学部 （YBG グル ープ）

　 （表彰状）

授 賞 理 由　「ビ ジネ ス ゲ
ーム の 研究開発 お よ び社会的評価

と認 知度 の 向上 に対す る 貢献」

　横浜国立大学経営学部 （YBG グル ープ） は， ビ ジ ネ ス

ゲーム の 研究開発お よ び開発 した ビ ジ ネ ス ゲーム の 全 国 の

大学 へ の 無償提供，JASAG 年次大会で の 企画 セ ッ シ ョ ン

の 実施，文部科学省の 現代 GP お よ び特色 GP へ の 採択等

を通 じて，シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン ＆ ゲーミン グ学 の 社会的評価

と認知度 の 向上 に 大 き く貢献しま した，

　よ っ て そ の 功績 を称 え，こ こ に 表彰 い た します．

　（授賞理 由の 詳細）

　横浜国立大学経営学部 は，白井宏 明 教 授 を リ
ー

ダ
ー

とす

る YBG グル
ープ を 中心 と して ，2001 年 度 よ り ビ ジ ネ ス

ゲ ーム の 授業を開始 し，そ の ノ ウ ハ ウ を筑波大学，高知大

学，長崎大学等 に提供 し，現在 YBG グル ープ開発の ゲ
ー

ム の 無償提供先 は 35 大学 に及ん で い る．

　ま た，横浜国立大学経営学部 は，研究面 に お い て も，

2004 年度 か ら 2007 年 度 に お け る JASAG 年次大 会 で

セ ッ シ ョ ン を企画提供 し，平成 16 年度文部科学省現代

GP 「経 営 学 e ラ
ー

ニ ン グの 開発 と 実践
一

ゲ
ー

ミ ン グ メ

ソ ッ ドを 基盤 と して
一

」 や 平成 19年度文部科学省特 色

GP 「体験型経営学教育 の た め の 教員養成計画
一

経営体験

型 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 教育の 全 国 FD 展開
一

」 を実施す る な

ど，積極的 に取 り組ん で，成果を示 して い る，

　 こ れ ら シ ミ ュ レ ーシ ョ ン ＆ゲ
ー

ミ ン グ学 の 重要 な一
部門

で あ る ビ ジ ネ ス ゲ ーム の 研究 ・開発の 実施，開発 した ビ ジ

ネ ス ゲ ーム の 全国 の 大学 へ の 無償提供など，横浜国立大学

経営学部 と そ の 中核 の YBG グル
ープ の 活動 は，シ ミ ュ

レ ーシ ョ ン ＆ゲ
ー

ミ ン グ学 の 社会的評価 と認知 を高 め る 事

に大 き く貢 献 した と 審査委員会 は 認 め，「JASAG 学会賞」

を授与す る こ と に 決定 した．

■論文賞

　北海道大学　文学研究科 ・准教授　大沼　進

　（表彰状）

授賞理 由　「産業廃棄物不法投棄ゲ ーム の 開発 と実践を通

じた 社会的 ジ レ ン マ 構造 に 関す る理 論的お よ び政策的考

察」

　貴殿 は，「産 業 廃 棄 物 不 法 投 棄 ゲ ーム の 開 発 と社会的 ジ

レ ン マ ア プ ロ
ーチ」（JASAG 学会誌 第 17巻 1号，2007

年） に お い て ， 社会的 ジ レ ン マ 構造 を ベ ー
ス に，利得 と情

報 の 非対称性 や信頼ゲーム の 要素等を加味し，理論分析 と

政策分析 の 双方 に 対して 基礎知見を提供する ゲ
ー

ミ ン グモ

デ ル を考案 さ れ，ま た，そ の実験か らの 考察 と知見 に おい

て 社会科学 の 既存 の 理論に 修正 の 機会を示すなど，社会科

学 の 発展 に 大 き く貢献しま した．
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　 よ っ て そ の 功績を称え，こ こに表彰 い た します．

　（授賞対象論文）

大沼　進 ・北梶陽子 「産業廃棄物不法投棄ゲーム の 開 発 と

社会的 ジ レ ン マ ア プ ロ
ー

チ」，JASAG 学 会 誌，第 17 巻 1

号 （通巻 24 号 （2007 年））

　（授賞理 由）

授賞対象論文で あ る 「産業廃棄物不法投棄ゲ ーム の 開発 と

社会的 ジ レ ン マ ア プ ロ ーチ」 （JASAG 学会誌 ， 第 17 巻 1

号 （通巻 24 号），2007 年）は，北梶陽 子氏との 共 同執筆論

文で あ るが，産業廃棄物不法投棄問題を扱 う同 種の 論文の

中で 群 を抜 い た好論文で ある．

　産 業廃棄物 の 不法投棄問題 に 関 して 問題解決型ゲ
ー

ミ ン

グ研究 に 期待が か か る 中，既存研究 の 多 くは，この 問 題 を

既存 の モ デ ル 構造 に 「合わ せ て 」 過 度 に単 純 化 す る傾 向が

見 られ た．これ に 対 し，大沼氏の ゲ ーミン グ モ デ ル は，社

会的 ジ レ ン マ 構造を ベ ース に，利得や 情報の 非対称性，フ

ロ
ー

の
一

方向性，信頼ゲ
ーム の 要素等を加味す る こ と に よ

り，理 論分析 と政策分析の 双方 に対 し，基礎知見 を提供す

る研究 を可能 に した．

　理 論分析 に お い て は，ミ ク ロ
ー

マ ク ロ 分析 ッ
ール の 可能

性 を考察す る と もに，政策分析 にお い て は，1997 年の 廃

棄物処理 法改正 の 論点 とな っ た 排出事業者責任 の 考え 方に

っ い て ，ゲ
ー

ミ ン グ実験上の 知見 か ら限 定 的 な が ら実務的

な 考察を 行 っ て い る 点を，審査委員会は特に 評価 した．

　開 発 した ゲ ーム キ ッ トの み な らず，実験か らの 考察
・
知

見 にお い て も，社会科学の 既存の 理論に，修正の 機会を 示

すな ど ， 社会心 理 学を 含む社会科学の 発展へ の 貢献 は大 き

い ．

　大沼氏 に は また ， 過去に 広瀬幸雄氏との 共著好論文 「仮

想世界 ゲ ーム に お け る環境問題解決策選好の 規定因 （通巻

6 号）」 もあ り，こ の 論文の 質の 高 さ も考慮 して，表彰 委 員

会 は下記 対象論文に rJASAG 論文賞 」 を授与する こ とに

決定 した．

　（略歴 ）

1995 年 3 月　名古 屋 大学大学院　文学研究科　博士前期

　　　　　　 課程心 理 学専攻　修了 （文学修士）

1995 年 4 月　株式会社　三 菱総合研究所　環境研究部

　　　　　　 環 境開発 研究室　入社

1998 年 5 月　北海道大学 文学部 行動 シ ス テ ム 科学講

　　　　　　 座　助手

2000年 4 月　富士常葉大学 流通経済学部 専任講師

2003 年 9 月　北海道大学 大学 院文 学研 究 科 行動 シ ス

　　　　　　　テ ム 科学講座　助 教 授

2005 年 2 月　博士 （心 理 学）授与 （名古屋大学環境学研

　　　　　　 究科）

2007 年 4 月　北海道 大 学　大 学院文学研究科　行動 シ ス

　　　　　　　テ ム 科学講座　准教授

■優秀賞

　名古屋 工 業大学大学院工 学研究科 ・教授　兼 田敏之

　（表彰状）

授賞理 由　「『社会 デ ザ イ ン の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン ＆ ゲ
ー

ミ ン

グ』 の 出版 お よ び学会運営 に 対す る 貢献」

　貴殿 は，『社会 デ ザ イ ン の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン ＆ゲ ーミン

グ』（共立出版，2005 年）に おい て，体系的で 明確 か つ 説

得的 に シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン ＆ ゲ
ー

ミ ン グ研究 の 発達を論 じら

れ ま した．また，本学会理事を長年 に わた っ て 務 め られ，

特 に 近 年 は，論文審査 委員長 と い う重責を果 た して こ られ

ま した．

　 よ っ て その 功績を 称え，こ こ に 表彰 い た します．

　 （授賞理 由の 詳細）

　兼 田敏之 氏の 著書 『社会 デ ザ イ ン の シ ミュレ ーシ ョ ン ＆

ゲ
ー

ミ ン グ』（共立出版，2005年） は，シ ミュレ ーシ ョ ン

＆ ゲ
ー

ミ ン グ研究の 発達 に関 して 体系的 に書か れ た好著で

ある，日本人の 手 に なる もの で，こ の 分野 の 近年 の 成果 を

こ れ ほ ど手際 よ くまと め た もの は ない．また，本書 に お い

て は，社会 デ ザ イ ン の た め に シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン ＆ ゲ
’一

ミン

グが どの よ うに 活用 さ れて きた か，ま た今後 ど の よ うな発

展や 貢献が 期待で きるか に 関 して豊富 な具 体 例 に基 づ く論

考 が な され て お り，そ の 記 述 は きわ め て 説得的で あ る．

　同氏 は また ，学会理 事と して の 長年に わ た りJASAG の

発展 に 貢献 して きた 実績が あ り，特に近 年 ， 論文審査委員

長 と い う重責を果た して こ られた こ とも重要で あ る．

　さ らに 同氏 は，名古屋工 業大学 にお い て 後進の 指導に積

極的 に携 わ り，氏 の 指導学生 の 多 くが 日本 シ ミ ュ レ ーシ ョ

ン ＆ゲ ーミン グ学会 で 発表や論文投稿を して い る，

　 こ れ らの 業績 や 活動 は，JASAG 優秀賞 に 十 分 に 値 す る

と思 量 され，表彰委員会は 兼 田敏之氏 に 「JASAG 優 秀 賞」

を授 与 す る こ とに 決定 した．

　 （略 歴 ）

1960 年東京生．東京 工 業大学大学院博士課程修 了　（社会

工 学専攻）．工学博士．

東工 大 助手 ， 愛知県立 大学文学部助教授，名古屋工 業大学

工学部助教授 な どを経 て 現職

　（審査対象著作 ・業績等）

1

2

3

4．

5

社会 デ ザ イ ン の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン ＆ ゲ
ー

ミ ン グ （著

書）2005 ，7 共立出版，305pages

多主体 間 協 議 ゲ ーム に お け る公 正 感 の 研究一
廃棄物処

理 案検討手続 きへ の 住 民 参 加

　　 の ゲーミ ン グ の 制作 と試行
一

（玉木光 と 共著論

文）2006．　12 シ ミュレ ーシ ョ ン ＆ゲ
ー

ミ ン グ VoL 　16，

No．2，　p．　ll7−125

Developing　a　Pedestrian　Agent 　Model 　for　Analyz −

ing　 an 　Overpass　 Accident （単著論文） 2007 ．1　 N，
Waldau 　 et　 al．（eds ．），　 Pedestrian　 and 　 Evacuation

Dynamics ，2005 ，　Springer，　pp ．273−284

日本 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン ＆ゲ ーミ ン グ学会，平成 13年

9 月よ り現 在 ま で 論 文 審査 委員会委員長

N 工工
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6． 日本 シ ミュレ ーシ ョ ン ＆ ゲー
ミ ン グ学会，平成 15 年

　　5 月 よ り平成 17 年 6 月 ま で ，平 成 19 年 5月 よ り現

　　在 ま で 副会長

■奨励賞

　東京工 業大学　総合理 工 学研究科 ・大学院生　市川　学

　（表彰状）

授賞 理 由　「SOARS を用い た ゲ
ー

ミ ン グ研究」

　貴殿 は，JASAG 年次大会 お よ び ISAGA 年次大会等 に

お い て ，SOARS を用 い た ゲ
ー

ミ ン グ に 関す る研究発表を

行 っ て きま した．ま た，SOARS 開発チ
ーム の

一
員 と して ，

マ ニ ュ ア ル 作成や サ ン プ ル モ デ ル の 整 備，サ マ
ース クール

等で 講師を務 め る な ど ， そ の 社会的認知 と普及 に も大 き く

貢献 して きま した．

　よ っ て こ こ に 表彰し，さ らなる研究活動 を 奨励 い た しま

す．

　（授賞理由の 詳細）

　市 川 学氏 は，JASAG 年次大会 お よ び ISAGA 年次大会

に お い て，別 記 の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン お よ びゲ ーミ ン グに関

す る研究発表 を行 い ，さ らに 本年度 も ABSEL 等 で の 研 究

発表 が予定 さ れ て い る．

　また，同氏 は ， 東京工 業大学出 口 研究室 で 開発 して い る

マ ル チ エ
ージ ェ ン トシ ミ ュ レ

ー
タ
ー　SOARS の 開発 の 中

心 メ ン バ ーと して，マ ニ ュ ア ル 等の 整 備，セ ミナーで の 講

師な ど も務め，そ の 普及 に 大きく貢献 して お り，それ らの

活動 は高く評 価で きる．

　 こ れ らの 活 動 実績か ら，今後の 研究者 と して の 大成を期

待 し，表 彰 委 員 会 は市川　学氏 に 「JASAG 奨励賞」を授与

す る こ とを決定 した．

　 （審査対象関連論文）

1．市川　学，小山友介，出口　弘，駅勢圏を 中心 と した

　　都市圏 シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン モ デ ル，日本 シ ミ ュ レ

ーシ ョ

　　 ン ＆ ゲ
ー

ミ ン グ学会 2006 年度秋季全国大会論文報告

　　集，pp．19
−22 （2006 ，10）

2．出口 　弘，小山友介，田沼英樹，市川　学，諸藤秀幸 ，

　　倉 田　正，白潟宏之，SOARS を利用 した サ ン プ ル オ

　　 ン ラ イ ン ゲ
ーム の 紹介，日本 シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン ＆ゲ ー

　　ミ ン グ 学会 2006 年度秋季全国大会論文報告集，pp．

　　43 −44 （2006 ．10）

3．諸藤秀幸，市川　学，小山友介，出 口　弘，公共調 達

　　制度の 体験ゲ
ー

ミ ン グ，日本 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン ＆ゲ ー

　　ミ ン グ学会 2006年度秋季全国大会論文報告集 ， pp．

　　65−68 （2006．10）
4，Manabu 　Ichikawa ，　 Yuhsuke 　 Koyama ，　 Hiroshi

　　Deguchi ，
“The 　Introduction　of 　a　Basic　City　Simula −

　　tion　Model；
’
　lnternational　Simulation　And 　Gaming

　　Association 〔ISAGA ），　July　2006

　（略歴 ）

　　 1999 年 私立桐朋高等学校卒業

　　 2004 年　東京工 業大学工 学部情報工 学科　工 学学士

　　 2005年 東京工 業大学大学院総合理 工 学研究科知能

　　　　　　　シ ス テ ム 科学専攻　理 学修士

　　　　現在　東京工 業大学大学院総合理 工学研究科知能

　　　　　　　シ ス テ ム 科学専攻　博士 後期課 程在学中，

　　　　　　　2006 年 4 月よ り日 本学術振興会特別研究

　　　　　　　員 DCI

■ 表彰委員会か ら受賞候補者推薦の お 願 い

　JASAG の 学会各賞 は，会員か らの 推薦と表彰委員会 の

イ ニ シ ア テ ィ
ーブ に よ る採択との 二 っ の 方法で 候補者 を選

出す る こ とに な っ て い るの で す が，近年
一

般会員か らの

受賞候補者 の 推薦が 減 少傾 向 に あ ります，

　しか し，JASAG の よ うに，学問領域 の 面か ら考 え て も

研 究手法 の 面か ら考 え て も多彩 な研究者 を包含 して い る学

会 の 場合，少数 の 表彰委員ですべ て の 研究成果の 情報 と評

価を網羅す る こ と はで きな い の が現実 で，学会賞 の 公 平 性

や選考 の 透 明度を確保す る面を考慮す る と，一般会員か ら

の 受賞候補者の 積極的な推薦 が不可欠 だ と言 え ます．

　学会各賞の 推薦 は JASAG 事務局 に お送 り くだ されば い

っ で も受 け 付 け て お りま す し，受賞候補者推薦 の 用 紙 は

JASAG の ホーム ペ ージか らい っ で も得 る こ とが で きます

の で ，多数の 会員か ら来年度の 受賞候補者 の 推 薦 が な さ れ

るこ と を，表彰委員会 は期待 して い ます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Rei　SHIRAToRI ）
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